
15

8 7

13

10

5

0

0.035

0.030

0.025

0.020

（単位：回）
（単位：mg/㎥）

19
年
度

20
年
度

21
年
度

22
年
度

23
年
度

19
年
度

20
年
度

21
年
度

22
年
度

23
年
度

9
0.029

0.025
0.023 0.023 0.024

2

6
5

11

7

2

予 報

注意報

から見た
泉大津のいま

から見た

●
気
象
の
状
況

　
本
市
で
の
主
風
向
は
東
の
風
（
陸

風
）お
よ
び
西
北
西
の
風（
海
風
）で
、

風
速
は
年
平
均
値
で
秒
速
２
・
９
ｍ

で
し
た
。

●
二
酸
化
窒
素

　
二
酸
化
窒
素
は
空
気
中
や
燃
料
中

に
含
ま
れ
る
窒
素
が
物
の
燃
焼
に
伴

い
酸
化
さ
れ
発
生
す
る
も
の
で
、
光

化
学
ス
モ
ッ
グ
の
原
因
物
質
の
ひ
と

つ
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
発
生

源
は
工
場
な
ど
の
ボ
イ
ラ
ー
や
家
庭

の
湯
沸
か
し
器
な
ど
の
固
定
発
生
源

お
よ
び
自
動
車
な
ど
の
移
動
発
生
源

と
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
工
場
な
ど
に
対
し
て
は
、
ガ
ス
な

ど
の
良
質
燃
料
へ
の
転
換
や
低
窒
素

酸
化
物
対
策
を
指
導
し
ま
し
た
。

●
一
酸
化
炭
素

　
一
酸
化
炭
素
は
、
物
の
燃
焼
に
お

い
て
酸
素
不
足
の
た
め
不
完
全
燃
焼

と
な
っ
た
際
に
発
生
し
ま
す
。
そ
の

主
な
発
生
源
は
自
動
車
で
あ
り
、
市

で
は
泉
大
津
警
察
署
と
合
同
で
３
月

に
ガ
ソ
リ
ン
車
を
対
象
と
し
た
自
動

車
排
出
ガ
ス
街
頭
検
査
を
実
施
し
点

検
整
備
な
ど
の
啓
発
を
行
い
ま
し

た
。

　
街
頭
検
査
の
結
果
は
ガ
ソ
リ
ン
車

検
査
台
数
50
台
に
つ
い
て
す
べ
て
適

合
し
ま
し
た
。

●
非
メ
タ
ン
炭
化
水
素

　
非
メ
タ
ン
炭
化
水
素
は
光
化
学
ス

モ
ッ
グ
の
原
因
物
質
の
ひ
と
つ
と
考

え
ら
れ
て
お
り
、
主
な
発
生
源
は
自

動
車
、
溶
剤
使
用
工
場
、
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
な
ど
で
す
。

　
自
動
車
の
炭
化
水
素
に
つ
い
て

は
、
一
酸
化
炭
素
と
同
時
に
街
頭
検

査
を
行
い
、
点
検
整
備
な
ど
の
啓
発

に
努
め
ま
し
た
。
街
頭
検
査
は
50
台

の
車
に
対
し
て
実
施
し
、
す
べ
て
の

車
が
基
準
に
適
合
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
工
場
な
ど
に
つ
い
て
は
、

府
生
活
環
境
の
保
全
等
に
関
す
る
条

例
に
基
づ
き
、
府
と
合
同
で
適
正
な

施
設
の
稼
動
を
指
導
し
ま
し
た
。

●
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト

　
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
は
光
化
学

ス
モ
ッ
グ
の
主
成
分
で
、
窒
素
酸
化

物
と
非
メ
タ
ン
炭
化
水
素
の
光
化
学

反
応
に
よ
り
生
成
す
る
酸
化
物
質
で

す
。
ま
た
、
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
予
報

な
ど
の
発
令
回
数
は
、
上
グ
ラ
フ
の

と
お
り
、
予
報
２
回
、
注
意
報
２
回

で
し
た
。

　
市
で
は
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
被
害

か
ら
市
民
を
守
る
た
め
、
予
報
な
ど

が
発
令
さ
れ
た
際
は
、
市
内
の
公
共

施
設
に
旗
な
ど
を
掲
げ
て
周
知
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
予
報
な
ど
が
発
令
さ
れ
て

い
る
と
き
は
、
で
き
る
だ
け
屋
外
に

出
な
い
よ
う
に
し
、
目
や
の
ど
に
刺

激
を
感
じ
た
と
き
は
、
水
で
洗
眼
や

う
が
い
を
行
い
、
保
健
所
も
し
く
は

市
役
所
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
浮
遊
粒
子
状
物
質

　
浮
遊
粒
子
状
物
質
と
は
大
気
中
に

浮
遊
す
る
粒
径
が
10
マ
イ
ク
ロ
メ
ー

ト
ル
以
下
の
物
質
で
あ
り
、
発
生
源

は
人
為
発
生
源
と
自
然
発
生
源
に
分

類
さ
れ
、
粒
子
の
性
状
（
粒
径
、
成

分
な
ど
）
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
最

近
は
単
に
量
だ
け
で
な
く
性
状
に
つ

い
て
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
浮
遊

粒
子
状
物
質
濃
度
の
経
年
変
化
は
上

グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

●
自
動
車
排
出
ガ
ス
沿
道
調
査

　
市
で
は
自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ
る

窒
素
酸
化
物
に
よ
る
環
境
へ
の
影
響

を
把
握
す
る
た
め
、
大
阪
臨
海
線
松

之
浜
西
交
差
点
、
お
よ
び
国
道
26
号

板
原
交
差
点
に
お
い
て
沿
道
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。
測
定
結
果
は
上
表

の
と
お
り
で
す
。
一
般
的
に
、
二
酸

化
窒
素
や
浮
遊
粒
子
状
物
質
な
ど
は

発
生
源
か
ら
の
距
離
と
と
も
に
減
少

し
ま
す
が
、
風
向
や
気
温
・
日
射
量

な
ど
に
よ
っ
て
も
変
化
し
ま
す
。

 0
10
30
60
100

東側
8
10
7
5
4

西側
5
3
3
4
4

東側
28
27
25
21
21

西側
23
19
20
19
19

■自動車排出ガス沿道調査結果
　（左 /松之浜西交差点、右 /板原交差点）

7 月 14日 12月 14日

 0
10
30
60
100

東側
18
17
17
12
10

西側
18
18
13
7
8

7 月 13日距離
（m）

距離
（m）

（単位：ｐｐｂ）

※松之浜西交差点の12月分は欠測

■光化学スモッグ発生
回数

■浮遊粒子状物質濃度の
経年変化（年平均値）

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
発
生
回
数

前
年
よ
り
大
き
く
減
少

■
大
気

空気・水・音…わたしたちをとりまく環境
の現状はどうなっているのでしょうか。本
市では、市役所６階に設置している大気汚
染常時監視システムで大気の状況を調査し
ています。ほか、水質などについて、平成
23年度分の調査結果を公表します。
問合　環境課（市役所２階21番窓口）

平成
23年度版

8

ふるさと納税制度
を活用し、わたしたちのまち、
泉大津市を応援してください！

ふるさと納税制度について
詳しくは、泉大津市HPを
ご覧ください！

寄附をいただいた人に、
お礼として「ふるさと産品」を
プレゼントしているんです。

おづみんグッズやブ
ランケットなど、泉
大津を実感してもら
える品物をたくさん
ご用意しています。

25

20

15

10

5

（単位：mg/L）

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度

…八軒川
…新川
…竪川
…緑川
…安治川
…大津川

0

　
市
内
に
は
八
軒
川
、
新
川
、
竪
川
、

緑
川
、
安
治
川
の
５
河
川
が
流
れ
て

お
り
、
こ
の
５
河
川
の
水
質
調
査
を

定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
水
質
汚

濁
の
代
表
的
指
標
の
Ｂ
Ｏ
Ｄ（
生
物

化
学
的
酸
素
要
求
量
）
の
経
年
変
化

は
上
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

大
津
川
水
域
水
質
保
全
対
策
協
議
会

　
大
津
川
の
環
境
を
守
る
た
め
昭
和

45
年
に
大
津
川
流
域
（
牛
滝
川
、
槇

尾
川
、
松
尾
川
、
大
津
川
）
の
本
市
、

和
泉
市
、
岸
和
田
市
、
忠
岡
町
の
３

市
１
町
で
大
津
川
水
域
水
質
保
全
対

策
協
議
会
を
作
り
、
23
年
度
は
次
の

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

▽
大
津
川
（
調
査
地
点
：
南
海
線
大

津
川
橋
梁
）
で
水
質
調
査
を
年
２

回
、
底
質
調
査
を
年
１
回
実
施

▽
河
川
生
物
調
査
は
槇
尾
川
流
域
で

１
か
所
、
松
尾
川
流
域
で
２
か
所
、

大
津
川
流
域
で
１
か
所
実
施

工
場
・
事
業
場
指
導
状
況

　
本
市
の
公
共
用
水
域
へ
排
出
す
る

工
場
・
事
業
場
は
「
水
質
汚
濁
防
止

法
」、「
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措

置
法
」
お
よ
び
「
大
阪
府
生
活
環
境

の
保
全
等
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ

き
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
府
と

と
も
に
工
場
・
事
業
場
に
立
入
調
査

を
実
施
し
、
処
理
施
設
の
維
持
管
理
・

点
検
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　
騒
音
・
振
動
を
防
止
す
る
た
め
、

法
律
や
条
例
に
基
づ
き
工
場
や
事
業

場
の
規
制
、
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
工
場
な
ど
の
新
設
に
あ
た
っ
て

は
、
開
発
行
為
の
事
前
協
議
で
特
定

施
設
な
ど
の
届
出
を
要
請
す
る
と
と

も
に
、
騒
音
・
振
動
防
止
に
つ
い
て

指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
特
定
建
設
作
業
に
つ
い
て

は
、
工
事
内
容
な
ど
に
つ
い
て
付
近

住
民
へ
事
前
に
周
知
を
図
る
よ
う
届

出
の
時
点
で
指
導
を
行
う
と
と
も

に
、
作
業
時
間
、
作
業
方
法
、
低
騒

音
型
建
設
機
械
の
使
用
を
指
導
し
被

害
の
未
然
防
止
に
努
め
ま
し
た
。

　
本
市
の
公
害
苦
情
の
件
数
は
36
件

で
、
項
目
別
で
は
大
気
汚
染
８
件
、

水
質
汚
濁
６
件
、
騒
音
７
件
、
振
動

２
件
、
悪
臭
13
件
で
し
た
。

　
野
外
焼
却
（
野
焼
き
）
は
悪
臭
な

ど
苦
情
の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、

行
わ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
　
環
境
課
（
市
役
所
２
階
21
番

窓
口
）

２月は
生活排水対策推進月間
です。
　川などの水の汚れのうち約８割が生活排水
によるものです。家庭でできる次の生活排水
対策にご協力お願いします。
▷流しの排水口に水切り袋をつける
▷食用油は、流しに流さないようにする
▷食器の汚れは拭き取ってから洗う
▷洗剤は適量を使う
▷浄化槽を正しく管理する
　一人ひとりの小さな取り組みが、大きな効
果につながります。皆さんのご家庭でできる
ことから少しずつ、始めてみませんか。また、
飲食店や旅館などの事業所についても、同様
の取り組みをお願いします。　
問合　環境課（市役所２階21番窓口）

１時間値の１日平均値が
0.04～0.06ppm までの範囲
内またはそれ以下であること

1時間値の１日平均値が0.10
㎎／㎥ 以下で、かつ、 １時間
値が 0.20 ㎎／㎥以下である
こと 

光化学
オキシダント

二酸化窒素

浮遊粒子状
物質

昼間の１時間値が 0.06ppm を超
えた日数は 70 日（308 時間）で
環境基準は未達成
環境基準の長期的評価に係る年間
の日平均値２％除外値は 0.053
㎎／㎥、年平均値は 0.024 ㎎／
㎥ 、１時間値の最高値は 0.198
㎎／㎥。５月に黄砂の影響により
２日連続で基準値を超えたため
環境基準は未達成
環境基準の長期的評価に係る日平
均 値 の 年 間 98 ％ 値 で 
0.035ppm、年 平 均 値 は
0.016ppmと、環境基準に適合

（
参
考
）
大
気
汚
染
物
質
測
定
結
果

■市内河川のBOD経年変化（年平均値）

物質 環境基準（※） H22年度の測定結果

公
害
苦
情
は
36
件

悪
臭
に
つ
い
て
が
件
数
ト
ッ
プ

■
苦
情
の
現
状

騒
音
被
害
の
未
然
防
止
の
た
め

事
前
に
指
導
を
実
施

■
騒
音
・
振
動

河
川
の
Ｂ
Ｏ
Ｄ

大
津
川
が
最
も
低
い
値

■
水
質

１時間値が 0.06ppm 以下で
あること

問合　企画調整課（市役所４階）

9 広報いずみおおつ　平成25年2月号

▷環境から見た泉大津のいま



　
平
成
25
年
度
の
市
・
府
民
税
の
申

告
は
、
市
役
所
で
２
月
18
日
㈪
か
ら

３
月
15
日
㈮
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

申
告
が
必
要
な
人
は
、
必
要
書
類
な

ど
を
準
備
し
て
正
し
く
記
入
の
う

え
、
な
る
べ
く
早
く
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
収
入
が
な
か
っ
た
人

で
も
、
住
民
税
（
非
課
税
）
証
明
書

の
発
行
や
国
民
年
金
の
免
除
や
就
学

援
助
な
ど
の
関
係
で
申
告
が
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

申
告
受
付
日
時
　
２
月
18
日
㈪
〜
３

月
15
日
㈮
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

　
午
前
８
時
45
分
〜
午
後
５
時
15
分

申
告
場
所
　
市
役
所
１
階
１
０
１
会

議
室

◆
　
　
◆
　
　
◆

申
告
が
必
要
な
人
　

　
平
成
25
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内

に
住
ん
で
い
る
（
住
ん
で
い
た
）
人

で
次
に
該
当
す
る
人
。

▽
雑
損
や
医
療
費
控
除
な
ど
を
受
け

よ
う
と
す
る
人

▽
自
営
業
、
農
業
、
そ
の
他
の
事
業

を
営
ん
で
い
る
人

▽
配
当
所
得
が
あ
る
人

▽
24
年
中
に
退
職
、
転
職
し
た
人

▽
給
与
所
得
以
外
に
所
得
が
あ
る

人
、
ま
た
は
２
か
所
以
上
か
ら
給

与
を
受
け
て
い
る
人

▽
年
金
や
恩
給
を
受
け
て
い
る
人

▽
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
で
一
定
の

所
得
が
あ
る
人

▽
そ
の
他
の
所
得
が
あ
る
人

　
た
だ
し
、
税
務
署
へ
確
定
申
告
す

る
人
は
市
・
府
民
税
の
申
告
は
不
要

で
す
。

障
害
者
控
除
の
対
象
と
な
る
人

▽
前
年
の
12
月
31
日
で
の
現
況
で
、

引
き
続
き
６
か
月
以
上
寝
た
き
り

の
人

▽
精
神
や
身
体
に
障
が
い
が
あ
り
な

が
ら
、
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の

交
付
を
受
け
て
い
な
い
65
歳
以
上

の
人
で
、
市
の
発
行
す
る
「
障
害

者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
を
受
け

て
い
る
人

　
な
お
、
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

は
、
日
本
年
金
機
構
な
ど
の
年
金
資

料
で
課
税
し
ま
す
の
で
、
配
偶
者
控

除
や
国
民
健
康
保
険
料
な
ど
の
控
除

内
容
に
変
更
の
あ
る
人
は
期
限
内
に

申
告
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
申

告
期
限
後
に
税
額
を
減
額
す
る
申
告

を
し
た
場
合
、
年
金
の
特
別
徴
収
が

中
止
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
公
的
年
金
な
ど
に
係
る
雑

所
得
が
あ
る
人
で
、
公
的
年
金
の
収

入
金
額
が
４
０
０
万
円
以
下
、
か
つ
、

公
的
年
金
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万

円
以
下
に
該
当
す
る
場
合
は
、
所
得

税
の
確
定
申
告
書
の
提
出
が
不
要
と

な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
こ
の
要
件

に
当
て
は
ま
る
場
合
で
も
、
例
え
ば
、

医
療
費
控
除
や
寄
附
金
控
除
な
ど
に

よ
る
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め

の
申
告
書
に
つ
い
て
は
提
出
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
、泉
大
津
税
務
署
（
☎

33
・
５
６
０
１
）
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、
所
得
税
の
申
告
が
不
要
の

場
合
で
も
、
市
・
府
民
税
の
申
告
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
市
・
府
民
税
の
申
告
が
必
要
な
人

に
つ
い
て
は
、
公
的
年
金
な
ど
の
源

泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
た
以
外
の
控

除
（
医
療
費
控
除
、
生
命
保
険
料
控

除
等
）
が
あ
る
場
合
に
は
、
市
・
府

民
税
の
申
告
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

市
・
府
民
税
の
所
得
控
除
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
　
税
務
課
市
民
税
係
（
市
役
所

１
階
７
番
窓
口
）

個人市･府民税の申告受付は
２月18日～３月15日までに

市役所１階 101会議室にて受付します
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講演会「絵本ってなに」では
絵本の奥深さが学べました

●
２
月
10
日
㈰
　
講
演
「
中
国
・
良

渚
（
り
ょ
う
し
ょ
）
遺
跡
群
」
中
村

慎
一
氏
（
金
沢
大
学
副
学
長
・
理
事
）

中
国
考
古
学
の
第
一

人
者
が
中
国
最
古
の

国
家
と
さ
れ
る
長
江

流
域
の
遺
跡
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。

　
１
９
５
７
年
東
京
都
生
ま
れ
。
東

大
文
学
部
卒
。
北
京
大
学
に
留
学
し

中
国
考
古
学
を
研
究
し
ま
し
た
。
研

究
テ
ー
マ
は
中
国
文
明
の
成
立
や
稲

作
の
起
源
。
世
界
最
古
級
の
稲
作
遺

跡
と
い
わ
れ
る
河
姆
渡
（
か
ぼ
と
）

遺
跡
（
７
０
０
０
年
前
）、
長
大
な

城
壁
跡
が
出
土
し
た
中
国
最
古
の
国

家
、
良
渚
遺
跡
群
（
５
０
０
０
年
前
）

な
ど
を
中
国
人
学
者
と
共
同
で
調
査

し
、
精
巧
な
玉
器
の
発
見
な
ど
国
際

的
な
話
題
を
呼
び
ま
し
た
。

時
間
　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分
（
１

時
か
ら
整
理
券
配
付
）

場
所
　
市
民
会
館

●
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
の
ナ
ゾ
を

徹
底
討
論
！

２
月
24
日
㈰
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
巨

大
古
墳
か
ら
み
た
ヤ
マ
ト
王
権
」

　
４
世
紀
末
ご
ろ
、
大
王
（
天
皇
）

の
墓
と
い
わ
れ
て
い
る
巨
大
墳
墓
の

地
は
、
奈
良
か
ら
大
阪
平
野
に
移
り

ま
し
た
。
ヤ
マ
ト
政
権
の
中
で
河
内
、

和
泉
の
勢
力
が
、
大
和
勢
力
に
代

わ
っ
て
大
王
権
（
盟
主
権
）
を
握
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
ヤ
マ
ト

政
権
は
墓
だ
け
を
大
阪
平
野
に
移
し

た
の
だ
ろ
う
か
。
百
舌
鳥
・
古
市
古

墳
群
の
築
造
に
つ
い
て
、
気
鋭
の
研

究
者
が
講
演
と
パ
ネ
ル
討
論
を
し
ま

す
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
白
石
太
一
郎

氏
（
府
立
近
つ
飛
鳥
博
物
館
長
）

パ
ネ
リ
ス
ト
　
一
瀬
和
夫
氏
（
京
都

橘
大
学
教
授
）、
岸
本
直
文
氏
（
大

阪
市
立
大
学
准
教
授
）、
今
尾
文
昭

氏
（
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

付
属
博
物
館
学
芸
課
長
）

演
題
　
▽「
大
和
の
巨
大
古
墳
と
３
、

４
世
紀
の
ヤ
マ
ト
王
権
」（
今
尾
氏
）

▽「
百
舌
鳥
・
古
市
の
巨
大
古
墳
と

ヤ
マ
ト
王
権
」（
一
瀬
氏
）　
▽「
巨

大
古
墳
か
ら
み
た
ヤ
マ
ト
王
権
の
実

像
」（
岸
本
氏
）。

時
間
　
午
後
１
時
〜
４
時
30
分

場
所
　
テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪

泉大津市文化フォーラム　カルチャー・スコール　第68、69回

写真／重要文化財の水鳥形埴
輪 3 羽（津堂城山古墳出土）＝
藤井寺市教委提供

上段／白石氏　下段／
左から一瀬氏、岸本氏、
今尾氏

コーディネーター

パネリスト

◎中国最古の国家？を掘る
◎巨大古墳はなぜ大阪平野に
「中国最古の国家の発掘」をテーマに講演、「巨大古墳からみたヤマト王権」と題してシンポジウムを
開きます。巨大古墳がなぜ大和から大阪平野に移ったのかは古墳時代最大のナゾ。第一線の考古学者
がナゾ解明をめざし、多角的に討論します。入場無料。南海電鉄後援　問合　秘書広報課（市役所４階）

泉大津でがんばる市民団体を紹介します。

市民活動の
Vol.2　ぽっかぽか
「わたしらしく」「あなたらしく」を大切に活動中
絵本などを通じ、学ぼう！遊ぼう！つながろう！
　「わたしらしく」「あなたらしく」を大切に、生き生
きとした活動を通じて、地域社会とつながりを持つこ
とを目的とし、平成24年6月、わたしたち〈ぽっかぽか〉
は誕生しました。
　10 月と 12 月には、絵本あれこれ研究家の加藤啓子
さんを講師にお迎えし、勤労青少年ホームで講演会「絵
本ってなに」を開催しました。先生が絵本を読みながら、
「絵本は子どもだけのものじゃない、大人も楽しめる」
「文字だけじゃなく絵を読む」という、目からウロコの
お話をしてくださいました。改めて絵本の奥深さを知
り、参加者からも驚きと喜びの声をいただきました。
　ずらりと並べられた本の中から読んでほしい本、読
みたい本を子どもが選び、読み手との対話を楽しみな

がら読む。これが加藤
先生の提唱する「ひろ
ば読み」です。次のと
おり、「絵本ひろば」
を開催しますので、ぜ
ひひろば読みを体験し
てみてください。
　わたしたちは学校や幼稚園などで多くの子どもたち
にその機会をと願っています。これからもどんどん実
績を積み、子育てグループや市民活動グループの皆さ
んと手を携えていきたいと思います。読み聞かせなど
をご希望の場合はぜひご連絡ください。
絵本ひろばのお知らせ
日時　２月22日㈮    ①午前10時30分～正午
                                ②午後１時～３時30分
場所　にんじんサロン（市民会館1階西側）
問合　藤﨑（☎21・1357）※連絡は夜のみ
※ぽっかぽかの事業には、泉大津市がんばろう基金が
活用されています。

連
載

講演会「絵本ってなに」では
絵本の奥深さが学べました

11 広報いずみおおつ　平成25年2月号

▷個人市･府民税の申告／カルチャー・スコール／連載･市民活動の輪



ひと

！！健康
大
作
戦

知ってトクする 元気になれる　知ってトクする 元気になれる　

ップアップ

界
に
一
つ
だ
け
の
花
と

い
う
曲
を
ご
存
じ
の
人

は
多
い
こ
と
か
と
思
い

ま
す
。
わ
た
し
も
流
行
当
時
街
で

よ
く
耳
に
し
ま
し
た
が
、
同
時
に
、

こ
の
歌
詞
を
好
き
に
な
れ
な
い
自

分
と
世
間
と
の
ズ
レ
を
感
じ
て
き

ま
し
た
。

　
そ
ん
な
折
、
友
人
と
の
会
話
の

中
で
偶
然
こ
の
歌
詞
が
話
題
に
な

り
ま
し
た
。
会
話
す
る
う
ち
に
、

わ
た
し
は
『
そ
れ
な
の
に
僕
ら
人

間
は
ど
う
し
て
こ
う
も
比
べ
た
が

る
？
　
一
人
一
人
違
う
の
に
そ
の

中
で
一
番
に
な
り
た
が
る
？
』
と

い
う
歌
詞
が
、
競
争
す
る
こ
と
を

完
全
否
定
し
て
い
る
よ
う
に
聞
こ

え
、
嫌
だ
っ
た
の
だ
と
気
づ
き
ま

し
た
。
友
人
A
か
ら
は
『N

o.1

に

な
ら
な
く
て
も
い
い
、
も
と
も
と

特
別
なO

nly one

』
と
い
う
歌
詞

が
、
が
ん
ば
ら
な
い
こ
と
を
個
人

の
個
性
と
し
、
が
ん
ば
ら
な
い
言

い
訳
に
使
わ
れ
た
り
す
る
と
い
う

話
も
上
が
り
ま
し
た
。
確
か
に
、

比
較
に
よ
り
一
方
を
良
と
す
れ
ば
、

一
方
が
悪
に
な
り
、
そ
う
い
っ
た

「
競
争
」
が
究
極
的
に
は
社
会
の
中

で
悲
劇
を
創
り
出
し
て
い
ま
す
が
、

だ
か
ら
と
言
っ
て
が
ん
ば
る
人
を

評
価
で
き
な
い
社
会
に
幸
福
な
未

来
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
　
そ

ん
な
会
話
の
中
、
友
人
B
が
言
い

ま
し
た
。「
作
詞
し
た
槇
原
敬
之
さ

ん
が
言
い
た
い
の
は
、『N

o.1

に

〜
』
で
は
な
く
『
そ
の
花
を
咲
か

せ
る
こ
と
だ
け
に
一
生
懸
命
に
な

れ
ば
い
い
』
の
部
分
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
こ
の
歌
は
が
ん
ば
っ
て
い

な
い
人
に
で
は
な
く
、
が
ん
ば
っ

て
い
る
人
に
対
す
る
応
援
歌
と
し

て
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。

　
そ
し
て
、
槇
原
さ
ん
に
つ
い
て

の
話
に
な
り
ま
し
た
。
過
去
、
槇

原
さ
ん
は
事
件
な
ど
に
よ
り
世
間

を
騒
が
せ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
と

き
、
他
人
か
ら
冷
た
い
目
で
見
ら

れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
話
を
聞
い
た
わ
た
し
は
、
他

者
と
の
比
較
に
よ
る
非
常
な
ス
ト

レ
ス
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
人
に
対

し
て
「
君
は
そ
の
ま
ま
で
い
い
ん

だ
よ
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届

け
る
こ
と
が
槇
原
さ
ん
の
望
ん
だ

こ
と
で
は
な
い
か
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
他
人
と
比
べ
る
の
も
、
比
べ
ず

本
人
だ
け
見
る
の
も
、
共
に
人
の

多
様
性
を
認
め
る
た
め
に
必
要
で

す
。
競
争
と
非
競
争
を
う
ま
く
織

り
交
ぜ
、
皆
が
生
き
や
す
い
社
会

で
あ
ら
ね
ば
と
思
い
ま
す
。
偶
然

の
会
話
を
通
し
て
、
言
葉
の
受
け

手
に
よ
り
解
釈
が
大
き
く
変
わ
る

こ
と
や
、
皆
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る

社
会
と
は
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
あ
な
た
は
こ
の
歌
か

ら
ど
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受

け
取
っ
て
い
ま
す
か
？

「
世
界
に
一
つ
だ
け
の
花
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

コラムのページcolumns stand

健康づくりをスタートし
ましょう !　～食事編～

人
間
が
人
間
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
、
す
べ
て
の
人
が
等
し
く
持
っ
て
い
る

権
利
、「
人
権
」
に
つ
い
て
考
え
る
コ
ラ
ム
で
す
。

考
え
よ
う
・
人
権

　先月に続き、健康づくりをテーマに今月はお食事編です。
「食べる」ことは、元気な体を維持するために欠かせません。
テレビやネットで、食事に関するさまざまな情報があふ
れていますが、まずは基本を押さえていきましょう。

■はまりやすい落とし穴
　体重をコントロールしようとして食事を制限するとい
う話はよく聞きます。確かに運動で消費するカロリーと
食事でのカロリーを比べると、食事のほうが圧倒的に高
いため、食事を制限した方が早く体重に変化が出ます。
　しかし、食事で摂る食物が血液から髪の毛に至るまで
全身を作る材料になることを忘れてはいけません。必要
な質と量の食物が入ってこなければ、体は足りない分を
自身の筋肉や骨などで補うしかありません。結果、体重
も減りますが、大切な筋肉量や骨量も減ってしまった、

なんてことに…。

■食事も、量と質のバランスが大事
　食事の基本も運動と同じく「量と質のバランス」です。
まずは自分の活動量に見合った食事量かをチェックしま
しょう。どんなに動いても、「消費カロリー　＜　食事で
のカロリー」では、体に脂肪がつくばかりです。もう一
つのポイント「質」は、いろんな種類の食材をいろんな
調理法や味つけで食べているかをチェックしましょう。
食材や調理法・味つけが偏らないようにするとバランス
も取りやすくなります。また、食事のリズムもできるだ
け規則正しいものにすることをおすすめします。そして、
年に 1 回健診を受けて自身の健康チェックも忘れないよ
うにしましょう。

コラム

世
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司書のおすすめブックス。 

      1 2
 3 4 5 6 7 8 9
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 17 18 19 20 21 22 23
 24 25 26 27 28 

図書館だより
推薦図書や新着本を紹介します。 蕁 32・0562

 日 月 火 水 木 金 土

…

休
館
日

2
月
の
カ
レ
ン
ダ
ー

開館時間 → 午前 9時 30分～午後 7時（土・日曜日、祝日は午後 5時まで）

と
し
ょ
か
ん
か
ら
の
お
知
ら
せ
あ
れ
こ
れ
。 

◆
犬
の
こ
と
ば
が
聞
こ
え
た

ら

P
・
マ
ク
ラ
ク
ラ
ン

作

◆
ま
い
ご
の
ワ
ン
ち
ゃ
ん
あ

ず
か
っ
て
ま
す

A
・
ス
ト
ー
ワ
ー

作

◆
オ
ツ
な
日
本
語金田

一
秀
穂

著

ウィリアムのパパが家を出て行っ
た。うちにはウィリアムも妹のエリ
ナもママもいるのに。
腹を立てたママは、犬を4匹飼う

ことに。そんなある日、ウィリアム
の耳に犬たちのおしゃべりが聞こえ
てきて…。
心あたたまる家族の物語。

1年でめぐる季節のことば、懐か
しい昔からのことば、時代の風を感
じさせるこのごろのことば…。
国語学者・金田一秀穂教授が、こ
とばを通して日本人の感性を解説す
る。

ある朝、リリーの家の庭に、おお
きな「ワンちゃん」が迷いこむ。
ずっと犬を欲しがっていたリリー
は、おおよろこび。
さっそくいっしょにあそび、家の
なかに連れて入るが…。

◆
前
世
探
偵
カ
フ
ェ
・
フ

ロ
リ
ア
ン
の
華
麗
な
推
理

大
村
友
貴
美

著

◆
ロ
ボ
ポ
カ
リ
プ
ス

D
・
H

ウ
ィ
ル
ソ
ン著

◆
墓
頭

真
藤
順
丈
　
著

◆
論
理
爆
弾

有
栖
川
有
栖
　
著

◆
私
と
踊
っ
て恩

田
陸
　
著

◆
終
わ
り
の
感
覚

J
・
バ
ー
ン
ズ

著

◆
展
覧
会
い
ま
だ
準
備
中

山
本
幸
久
　
著

◆
狛
犬
ジ
ョ
ン
の
軌
跡

垣
根
涼
介
　
著

◆
フ
リ
ー
ダ
ム

J
・
フ
ラ
ン
ゼ
ン

著

◆
真
田
三
代
風
雲
録

中
村
彰
彦

著

◆
螢
草

葉
室
麟
　
著

◆
独
女
日
記
２

藤
堂
志
津
子
　
著

◆
こ
の
あ
か
い
え
ほ
ん
を

ひ
ら
い
た
ら

J
・
ク
ラ
ウ
ス
マ
イ
ヤ
ー作

◆
両
手
を
奪
わ
れ
て
も

M
・
カ
マ
ラ

作

◆
ね
む
り
ひ
め

荒
井
良
二

作

◆
富
士
山
う
た
ご
よ
み

俵
万
智
　
作

◆
め
ん
の
め
ん
め
ん

庄
司
三
智
子

作

◆
い
い
こ
で
ね
ん
ね

D
・
E
・
シ
ュ
タ
イ
ン作

◆
３
万
冊
の
本
を
救
っ
た

ア
リ
ー
ヤ
さ
ん
の
大
作
戦

M
・
A
・
ス
タ
マ
テ
ィ
ー作

◆
い
じ
わ
る

せ
な
け
い
こ

作

◆
な
ぞ
の
ワ
ゴ
ン
車
を
追

え
！

D
・
H
・
バ
ト
ラ
ー

作

◆
チ
ャ
ー
リ
ー
の

は
じ
め
て
の
よ
る

エ
イ
ミ
ー
・
ヘ
ス
ト

作

◆
サ
ー
カ
ス
の
少
年
と

鳥
に
な
っ
た
女
の
子

ジ
ェ
ー
ン
・
レ
イ
　
作

◆
オ
ニ
た
い
じ森

絵
都

作

◆
お
千
代池

波
正
太
郎
　
著

◆
報
復

藤
沢
周
平
　
著

日
時

３
月
２
日
㈯
　
午

後
２
時
〜
２
時
24
分
　
か

ら
す
の
パ
ン
や
さ
ん
　
ほ

か日
時

２
月
16
日
㈯
　
午

後
３
時
〜
（
約
30
分
）

※
毎
月
第
三
土
曜
日
の
午

後
３
時
〜

日
時

３
月
７
日
㈭
　
午

前
11
時
〜
（
約
60
分
）

※
毎
月
第
一
木
曜
日
の
午

前
11
時
〜

01
新
着
一
般
書

02
新
着
児
童
書

03
録
音
図
書 

CD

04

映
画
会

05
お
は
な
し
会

06
あ
か
ち
ゃ
ん
の
た
め
の

お
は
な
し
会

13 広報いずみおおつ　平成25年2月号




